
いよいよ秋も深まりました。

既に10月10日にはあるけあるけ大会

が行なわれ、また、11月3日にも町民体

育大会が開催されます。

いろんな釈を楽しんでください。� 

⑨⑧⑨ (世帯数) 1，991戸� (人口) 男� 3，634人 女�  3，911人計�  7，546人� (平成4年9月末日現在) 

(出生)男4 女3 言十7 死亡)男2 女2 計4 転入)男10女5 計15 転出)男6 女4 計10

⑨⑧ 広報かつうら� 11月号第269号 平成4年11月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEし(08854)2 -2511 (代)FAX 2 -3028 
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それぞれの秋
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テキストボックス
町民のうごき



今山コース2開催
 

.. 


参加者集合

毎年、 10月10日

に開催してい

るあるけあるけ大会は、今

年は今山から朝立彦神社ま

での今山コースで行ったと

ころ、おじいちゃん、おばあ

ちゃんから小さな子供達な

ど、 100余名の参加者があり、

大声大会など秋の自然と楽

しいひとときを過しました。

大
声
大
会 

⑭
⑨
心
配
ご
と
相
談

日
月 
6
日
樹
・ 

H
月
日
日
制

日
月
初
日
倒
・
日
月
幻
日
樹

人
権
・
行
政
・
厚
生
・
福
祉

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー 
2
階

¥
平
日
で
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
/

/
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
¥

-
日
時

-
内
容

・
場
所

開
設
十
周
年
記
念


婦
人
の
家
ま
つ
り


と

き

•
-
シ
」
-
'
す
っ

十
一
月
十
五
日
同

午
前
九
時
か
ら

農
村
婦
人
の
家

農
村
婦
人
の
家
が
昭
和
五
十
七
年
開
設
以
来
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
日
ご
ろ
は
皆
様
に
親
し
ま

れ
、
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
こ
で
第
三
回
目

の
婦
人
の
家
ま
つ
り
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

産
物
交
換
市
、
芸
能

大
会
な
ど
楽
し
い
計
画

を
し
で
、
た
く
さ
ん
の

}

方
の
お
い
で
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「あ一、疲れた」
泊cx::x:::::ぽ:::>0 ~ζコc<:三Q 
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あるけあるけ大会　　　　今山コースで開催



町
職
員
(
労
務
職
)
募
集


次
の
と
お
り
職
買
採
用
試

応
募
資
格

A
V

東
四
国
国
体

鳩町 

包
由
民


多
数
の
力
作
に
お
礼

ω
g
u

国
体
を
よ
り
素
晴
し
い
も
の
と
し
、

そ
し
て
そ
の
気
持
を
広
め
る
た
め
、

県

・
町
民
運
動
と
し
て
、
小
学
校
高

学
年
と
中
学
生
に
標
語
、
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
し
た
。
力
作
八
十

五
点
が
出
展
さ
れ
、
会
長
賞
な
ど
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

各
市
町
村
の
会
長
賞
作
品
は
、
県

に
お
い
て
更
に
審
査
さ
れ
、
最
優
秀

作
品
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

国
体
ポ
ス
タ
ー
の
受
賞
者
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

験
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
用

紙
を
町
役
場
総
務
課
へ
請
求

。い
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

¥
少勾

¥

ベ
に
ば
な
国
体

東
四
国
国
体
を
来
年
度
に
控
え
、

十
月
四
日
か
ら
六
日
間
、
山
形
県
で

行
わ
れ
た
べ
に
ば
な
国
体
に
、
勝
浦

町
か
ら
も
っ
、
ぎ
の
三
名
の
選
手
が
県
代

表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。 

-
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

【少
年
男
子
}


谷

誠

こ
さ
ん 

(徳
商
三
年 
)


生

名


・
軟
式
野
球

【成
年

一
部
壮
年
】


細
谷
正

一
さ

ん

坂

本


・
剣
道

【少
年
女
子
】

平
成
五
年
四
月
一
日
現
在
で
、

十
八
歳
以
上
、
四
十
歳
未
満
の
方 

国
体
ポ
ス
タ
ー
受
賞
者

av申
し
込
み
受
付
期
間

会
長
賞

優
秀
賞

入

選

平
成
四
年
十
一
月
二
日
聞
か
ら

十
一
月
十
三
日
ま
で
の
執
務
日
の

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
。

土
曜
日
は
正
午
ま
で
。

横
瀬
小
学
校
四
年

美
馬

藤藤  j竜
木木本

貴浩 有

生
比
奈
小
学
校
五
年

坂
本
小
学
校
五
年

至史瞳 希

四
年

出
場
選
手
紹
介


各
選
手
と
も
大
活
躍
さ
れ
、
軟
式

石
尾
加
央
里

戸

田

勇

輔

美

馬

和

恵

花

園

祥

史

塩

栗

大

輔

大
西 
-
理
子

坂
本
小
学
校
六
年

四
年

横
瀬
小
学
校
五
年

五
年

四
年

生
比
奈
小
学
校
六
年

野
球

【成
年

一
部
壮
年
】
で
は
、
見

事
第
四
位
入
賞
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
の
東
四
国
国
体
に
向
け
て
、

各
選
手
の
益
々
の
ご
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

長 賞〉

横瀬小学校 4年 美馬有希

森

幸

子

さ

ん 

(富
西
三
年 
)

与
川
内

生比奈小学校 5年藤木浩史  生比奈小学校 4年 藤 木貴至 坂本小学校 5年滝本 瞳

優

秀

賞
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重吾£

崎
由
時


ぬ
ジ
織
マ
刊 

議
会
会

W

十
月
十
一
日
、
日
曜
日
に
勝
浦
中

学
校
主
俵
で
、
町
内
の
小
学
校
・
中

学
校
の
児
童

・
生
徒
を
対
象
に
相
撲

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

百
三
十
名
の
豆
力
士
が
参
加
し
、
保

護
者
の
声
援
の
中
で
団
体
戦

・
個
人

戦
に
力
を
競
い
ま
し
た
。

本
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す。

女
団
体
戦
成
績

-
小
学
生
の
部

四

年

生

一

位

坂

本

小

学

校

-
先
伴

、
戸

田

勇

輔

五

年

生

一

位

横

瀬

小

学

校

A

{

中

堅

新

居

義

久

{

大

将

福

良

淳

仁

-

先

鉾

坂

井

祐

一

六

年

生

一

位

生

比

奈

小

学

校

A

{

中

堅

久

保

信

也

{

大

将

植

松

峰

男

一

先

鉾

岡

本

昌

士

{

中

堅

福

岡

貴

人

一

大

将

森

野

光

樹

・
中
学
生
の
部位

勝

浦

中

学

校

A

一

年
生

-

先

鉾

海

川

雅

行

六
月
に
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
八
月
に
軟
式
野
球

の
町
予
選
と
行
わ
れ
て

き
た
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
。

成
年
か
ら
壮
年
、
家
庭

婦
人
ま
で
、
熱
戦
が
く

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

〈町
予
選
優
勝
チ 

ム
》

l

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

家
庭
婦
人

(
南
部
大
会
ヘ
)

壮
年
の
部

リ
バ
ー
ス

成
年
の
部

生
比
奈
ク
ラ
ブ

-
軟
式
野
球

壮
年
の
部

成
年
の
部

生
比
奈
ク
ラ
ブ

(
県
大
会
へ
)

生
名
チ 

ム
l

(
県
大
会
へ
)

優
勝
さ
れ
た
各
チ 

ム
は
、
郡
大

l

会
や
南
部
大
会
、
県
大
会
な
ど
で
大

健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
月
に
行
わ
れ
る
家
庭
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
に
勝
浦
チ
ー

ム
が
出
場
の
予
定
で
す
。

来
年
度
も
、
数
多
く
の
チ 

ム
が

l

参
加
さ
れ
、
大
い
に
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

棚走横久

奈
ク

頼、j里子国

リ
バ
ー
ス

棚 星

ノi、� 
Eコー里子

フー

一
位

二
位

高

井

十

司

{
大
将
月
岡

智
也

{
中
堅

個
人
戦
成
績 

五 四 ・
年 年 小
生 生 学

生
三二一三二一 の
位住位位位位 部

西
谷
拓
馬
(
生
小 
)

山
本
晃
大
(生
小 
)

呑
口
武
文
(
横
小
)

坂
井
祐

一
(
横
小
)

谷
脇
史

一
(
生
小
)

末
広
智
映
(坂
小
)

星
谷
チ	 

ム
l

(
南
部
大
会
ヘ
)

森
野
光
樹
(
生
小
)
間

寒
山
大
輔
(
横
小
)
叩

森
上
雄
三
(
横
小
)
町

横柳坂伊樋松森 河 中
尾津 井 丹 本 田内崎川

雅 圭 秀 純 紀 広周恵貴
人治 彰 司 亮 文公介史

三
位

・
中
学
生
の
部

軽

量

級

一

位
二
位

三
位

中
量
級

一
位

二
位

三
位

重
量
級	

一
位

二
住

三
位

。士年の部〉 〈家庭婦人の部〉

リパース 生比奈クラブ� 

Jfl 

〈成年の部〉 。士年の部〉 〈成年の部〉

生名 軟 星谷

式� 

~ 野� 

A迫力ある戦いを繰り広げる相撲大会

山 深員	 原 売野 谷

く
い
だ
お
れ角

ハ
リ
ケ
ー
ン

星棚
壬土

石 日冗中 横球棚

里子

生
比
奈

中

山

球
友
ク
ラ
ブ

言売 棚

ノI、� 
F口一� j頼里子古冗名 山

く
い
だ
お
れ

ハ
リ
ケ
ー
ン
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l
ン

J
V
C
凶
�
 

|第 

ス 調定 ツ の

ゾ

ン

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優

勝ゾ

ン

⑧
⑮
⑨
 

・

-
Bc

l l

ね
い
て
、
勝
浦

h

-
F

l

J
V
C

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

軟
式
野
球

九
月
二
十
七
日
よ

り
毎
週
日
曜
日
、
鳴

門
市
大
麻
町
の
日
本

た
ば
こ
徳
島
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
行
わ
れ

た
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ

祭
軟
式
野
球
成
年
の

部
に
�
 

郡
代
表
生
名
チ
�
 
l
ム

が
見
事
準
優
勝
に
輝

』。
-F

品
己
宇
品
�
 1
v

l

生
名
チ
�
 ム
は
、

一
回
戦
で
は
佐
那
河

内
ク
ラ
ブ
を

4
|
2
、

二
回
戦
は
つ
く
し
ク

ラ
ブ
�
 (名
西
代
表
)
に

4
1
2
と
快

勝
。
準
決
勝
で
強
豪
半
団
体
協
を

3

ー
ー
で
く
だ
し
、決
勝
へ
と
駒
を
進
め

ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
豪
腕
若
手
投
手
を
要

す
る
那
賀
川
体
協
と
の
対
戦
と
な
り
、

試
合
は
一
進
一
退
の
投
手
戦
と
な
り

ま
し
た
が
、
善
戦
及
ば
ず

2
1
0
の

惜
敗
と
な
り
ま
し
た
。

県
軟
式
野
球
連
盟
の
方
の
話
で
は
、

「
即
席
チ
ー
ム
な
の
に
大
健
闘
で
す
。

来
年
は
充
分
な
練
習
を
し
て
、
勝
浦

町
が
優
勝
を
ね
ら

っ
て
く
だ
さ
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

来
年
度
の
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
で
は
、

軟
式
野
球
を
始
め
、
各
競
技
に
お
い

て
の
健
闘
を
期
待
し
ま
す
。

生
名
チ
�
 ム
準
優
勝

l

半 田町体協

山口北斗

フ、クラシスコン ・

つくし ク ラブ

勝浦郡代表

佐那河内 クラブ

那賀川体協

徳重袋井クラ ブ

徳島レミー ズ

藍住体協

美郷体協  

勝
浦
大
会
�
 

第
三
位
�
 

坂
本
ジ
ュ

ニ
ア

生
比
奈
ク
ラ
ブ
凶
�
 

十
月
十
八
日
、
勝
浦
町
ス
ポ
ー
ツ

ゾ
�
 ン

横
瀬
�
 

倒

-R



準
優
勝

最
優
秀
選
手

少
年
団
連
合
会
主
催
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
大
会
は
、
第
十

一
回
目
を
む
か

え
、
過
去
最
高
の
五
十
チ
�
 
l
ム
が
参

加
し
、
�
 

の
六
ゾ
�
 

A
B
C
D
E
F

l
ン

に
分
か
れ
て
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

0

A

、。

・ゾ優

勝
A

横
瀬
�
 

横

瀬
坂

本

女
優
秀
選
手

堀

あ

ゆ

み

石
尾
加
央
里

中
西
真
知
子

工

藤

美

穂

長
田
麻
友
子

海
川
扶
美
子
�
 

生
比
奈
�
 

横

瀬

横

瀬
坂

本

B A A

勝浦町町民体育大会


日時 11月3日(火)
午前 8時30分集合

(雨天のときは 8日(日)に順延)

場所 勝浦中学校グラウンド

*敷物はご持参ください。

32回!

A生名チームのメンバー

血熱戦を繰り広げる少女バレーボール大会

*町役場西側の駐車場をご利用くださ L

多数の参加者をお待ちいたしております。 
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vも
う v-vつ
の
ラ
イ
フ
ル
射
撃
観
戦
方
法


v 
v 
マ� 
v 
V 
v 

l

国体リハーサル大会

プランター飾花ありがとう

l旧日日� 110

を
細
か
く
修
正
し
、
据
銃
か
ら
発
射
ま
で
の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
狂

っ
て
い
る
た
め
射
撃
に
リ
ズ
ム
感
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
射
撃
を
一
時
中
断
し
て
コ
ン
セ
ン
ト
レ 
l

シ
ヨ
ン
を
や
り
直
す
な
ど
の
行
動
が
見
ら
れ
ま
す
。

日11011日11日11011日11日11011日11011011日11011011日11日11011011日11日11日11日11011日11日11日11日11日11日11日11日11日11日11011011日11日11日11日11日11日11日11日11日11日11日11日11011日11日11日11日11日11日11日11日11日11日11日11日11011日11日11日11011011011日11011日11日11011011011日11

こ
れ
ら
は
、
選
手
の
心
理
状
態
の
表
れ
た
行
動
の

一

部
で
し
か
な
く
、
表
れ
方
は
選
手
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り

選
手
の
癖
が
出
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
選
手
の
行
動
を
観
察
し
て
、
選
手
の
調

子
や
心
理
状
態
を
読
み
取
り
な
が
ら
競
技
を
観
戦
し
、

選
手
の
心
理
状
態
の
変
化
を
シ
リ
ー
ズ
得
点
と
比
較
す

れ
ば
、
以
外
に
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
が
お
も
し
ろ
く
観

ラ
イ
フ
ル
射
撃
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
イ
ア 
l

宮

坂
本
駐
在
所

ピ
ス
ト
ル
競
技
強
化
選
手

内

弘

史

の
開
催
を
控
え
て
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
の
も
う
一
つ

の
観
戦
方
法
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ラ
イ
フ
ル
射
撃
は
自
己
と
の
闘
い
で
す
。

選
手
は
淡
々
と
射
撃
を
行

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

...リハーサル大会ビームライフル競技

l

状
態
が
表
れ
る
の
で
す
。

コ
ン
セ
ン
ト
レ 

シ
ョ
ン
が
う
ま
く
行
き
、
射
撃
に

集
中
し
て
い
る
選
手
は
、
そ
の
動
作
に
無
駄
が
な
く
、

一
定
の
リ
ズ
ム
で
据
銃
、
照
準
、
発
射
と
射
撃
を
繰
り

返
し
て
行
き
ま
す
が
、
プ
レ

ッ
シ
ャ

ー
と
緊
張
感
で
射

撃
に
集
中
で
き
な
い
選
手
は
、
、射

撃
姿
勢
や
銃
の
位
置

す
が
、
内
面
で
は
緊
張
感
と
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
と
闘
い
、

九
月
に
実
施
し
た
リ
ハ

ー
サ

ル
大
会
に
会
場
に
近
い
地
区
か

ら
、
育
成
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ン

タ 

の
出
展
を
頂
き
ま
し
た
。

l
日
頃
の
手
入
れ
と
と
も
に
、
指

定
地
へ
の
搬
出
入
に
つ
い
て
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
及

び
沿
道
に
並
べ

、
関
係
者
に
温

か
い
歓
迎
が
で
き
ま
し
た
。

八
月
の
降
雨
で
出
来
栄
え
が

よ
く
な
く
、
持
に
開
花
時
期
の

統
一

化
が
課
題
と
思
わ
れ
ま
す
。

来
年
は
、
各
競
技
会
場
、
式

典
会
場
や
集
会
所
、
沿
道
に
全

リ
ラ
ク
セ 
l
シ
ョ
ン

「緊
張
緩
和
)
と
コ
ン
セ
ン
ト
レ

シ
ョ
ン
(
精
神
集
中
)
を
繰
り
返
し
な
が
ら
射
撃
を
行

っ

て
い
る
の
で
す
。
言
葉
や
表
情
に
は
出
し
ま
せ
ん
が

ち
ょ

っ
と
し
た
行
動
や
仕
草
な
ど
に
そ
の
選
手
の
心
理

戸
の
二
、

0
0
0プ
ラ
ン
タ 

す の
飾。
花
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま l

、、，

観
客
の
声
援
も
な
い
静
か
な
会
場

に
銃
の
発
射
音
だ
け
が
響
く
。
陸
上

や
野
球
な
ど
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
競

技
と
異
な
り
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

は
選
手
の
動
き
が
な
く
、
競
技
結
果

も
そ
の
場
で
は
判
ら
な
い
た
め
競
技

と
し
て
の
派
手
さ
が
な
く
観
戦
し
て

お
も
し
ろ
く
な
い
と
思

っ
て
い
る
人

も
多
い
で
し
ょ
う
。

地
」
苅
選
手
を
追

っ
て
応
援
し
な
が

ら
観
戦
す
る
の
も

一
つ
の
観
戦
方
法

6で
す
が
、
一
年
後
に
国
民
体
育
大
会

戦
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

本
年
の
状
況
を
踏
ま
え
、
広

報
等
を
通
じ
、
時
期
の
手
入
れ

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
平

成
五
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
の

大
会
時
に
は
、
咲
頃
に
な
り
ま

す
よ
う
、
特
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

h
F
プ
ラ
ン
タ
ー
を
会
場
に
配
置
す
る

各
地
区
で
集
め
ら
れ
た
プ
ラ
ン
タ

h
F

l 

6 
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家
庭
内
で
話
し
合
い

、

l

l

A
。

T
u
zH

l

で
も
、
み
ん
な
に
と

っ
て
も 

さ

ん
に
と
っ
て
も
最
後
の
体
育
祭
。
私

達
は
な
ん
と
か 

さ
ん
と
い

っ
し
ょ

に
跳
ぼ
う
と
、
手
を
と

っ
て
跳
ん
だ

り
、
一
人
で
練
習
し
て
も
ら

っ
た
り
、

「
い
い
ち
、
に
い
、
さ
ん
、
は
い

つ
」

と
声
を
か
け
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
と

彼
女
の
や
る
気
が
出
る
よ
う
に
励
ま

し
た
り
、
練
習
の
方
法
を
考
え
て
試

み
た
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
な
か
な
か
タ
イ
ミ
ン
グ

が
あ
わ
な
い
の
で
、
与
え
ら
れ
た
時

間
だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず
、
昼
休
み

や
放
課
後
も
使
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。

そ
し
て
体
育
祭
が
近
づ
き
、
み
ん
な

に
も
少
し
焦
り
が
出
て
き
た
頃
1
1
|

「
い
ち
、
に
い
、
さ
ん
、
は
い

つ
己

「い 

ち
、
に
つ 

ぃ
、
さ
ー
ん
:
・
己

跳
べ
た
ん
で
す
。
「ロ
 

プ
が
ま
わ

っ

た
/
・」
と
思

っ
た
ら
、
続
け
て
十
回

ち
か
く
跳
ん
で
い
ま
し
た
。
地
面
を

け

っ
た
後
の
、
「
跳
ん
だ
」
と
い
う
確

か
な
感
触
。
私
も
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
け
ど
、
誰
よ
り
も
、 

さ
ん
自

身
が
そ
れ
を
喜
ん
で
い
た
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。 A

そ
し
て
体
育
祭
当
日
。
二
人
の
友

人
が 

き
ん
を
両
脇
か
ら
抱
え
て
跳

A l

A

び
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
全
校
の
中
で

一
番
多
く
は
跳
べ
ま
せ
ん
で
し
た

し
か
し
、
記
録
は
二
十
回
く
ら
い
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
内
で
、

一
番
多
く
跳
べ
ま
し
た
。
ど
う
せ
競

技
す
る
な
ら
や

っ
ぱ
り
勝
ち
た
か

っ

人
権
意
識
を
高
め
よ
う


全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
文
集
か
ら
優
秀
作
品
を
紹
介

υ' 
古
今

。

仲
間
の
あ
な
た
ヘ
 
『
あ
り
が
と
う
』


福
岡
県
田
主
丸
町
立
田
主
丸
中
学
校
三
年

吉

村

藍

私
の
ク
ラ
ス
に
は
、
生
ま
れ
た
時

か
ら
障
害
を
も

っ
た
友
人
が
い
ま
す
。

だ
け
ど
、
私
は
そ
の
子
の
こ
と
を
障

害
者
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
の
誰
と
も
か
わ
ら
な
い
、
三

年
一
組
の
仲
間
で
す
。
私
が
そ
う
思

う
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
今
年
の
体

育
祭
の
と
き
か
ら
で
し
た
。

私
の
学
校
の
体
育
祭
で
は
、
女
子

だ
け
の
競
争
で 
ρ

な
わ
と
び 

が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
長
い
ロ 

プ
を

二
人
が
ま
わ
し
て
、
そ
の
中
を
ク
ラ

A

l

A
A

A

A
。

A

ス
の
女
生
徒
全
員
で
跳
ぶ
と
い
う
も

の
で
、
み
ん
な
の
呼
吸
が
あ
わ
な
い

と
な
か
な
か
跳
べ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

皆
が
心
配
し
て
い
た
の
は
そ
ん
な
こ

と
で
は
な
く
、 

さ
ん
の
こ
と
で
し

た
。
彼
女
は
練
習
を
し
よ
う
と
す
れ

ば
逃
げ
出
す
し
、
足
に
ロ 

プ
が
当

た
る
の
が
痛
い
か
ら
と
い

っ
て
跳
ば

な
い
し
、
あ
げ
く
の
は
で
に
は
お
な

か
が
痛
い
と
い

っ
て
練
習
を
い
や
が

り
ま
し
た
。

特
訓
中
に
、 

さ
ん
を
か
か
え
て

一
生
懸
命
跳
ん
で
い
る
人
を
見
て
、

私
は
ハ

ッ
と
し
ま
し
た
。
私
は
も
し

か
し
た
ら
「 

さ
ん
は
障
害
者
だ
か

ら
」
と
い
う
理
屈
を
つ
け
て
逃
げ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。
見
え
な
い
壁

を
つ
く

っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
:
・

。口
先
だ
け
の
「
人
権
尊
重
」
な
ら

誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
す
。
で
も
、

本
当
の
「
人
権
尊
重
」
は
、
体
と
体
、

心
と
心
が
ふ
れ
あ
っ
て
、
真

っ
向
う

か
ら
ぶ
つ
か

っ
て
お
互
い
を
理
解
し

あ

っ
て
、
初
め
て
で
き
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
体
育
祭
前
の

私
の
よ
う
に
、
自
分
で
は
気
付
い
て

い
な
く
て
も
、

心
に
壁
が
で
き
て
し


ま

っ
た
人
は
と
り
壊
し
て
み
ま
せ
ん


か
。
変
な
先
入
観
や
特
別
意
識
は
い


り
ま
せ
ん
。
心
を
あ
わ
せ
、
相
手
に


添
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
、


き

っ
と
口
先
だ
け
で
な
い
人
権
尊
重


の

一
歩
目
だ
と
思
い
ま
す
。


今
、
私
は
そ
の
こ
と
に
気
付
か
せ


て
く
れ
た 

さ
ん
に
と
て
も
感
謝
し


て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
言
い
た
い
。


「
あ
り
が
と
う
己

と
、
同
じ
三
年
一
組
の
仲
間
の
あ
な

た
へ

。 

た
の
で
、
少
し
残
念
だ
け
ど
、
も
う

か
め
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
競
技
以
外

だ

っ
た
ら

一
組
が
絶
対
、
優
勝
で
す
。

で
も
、
私
は
初
め
か
ら 

さ
ん
を

い
だ
し
た
と
き
、
私
は
、

い
い
え
、

ク
ラ
ス
の
大
部
分
が
ホ

ッ
と
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
四
、
五

日
間
は 

さ
ん
の
勝
手
を
聞
き
入
れ
、

た
の
で
す

勝
敗
な
ん
て
関
係
な
い
。
そ
ん
な
気

分
で
し
た
。
き

っ
と
、
み
ん
な
も
同

じ
気
持
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
体
育
祭
で
優
勝
は
の
が
し

た
け
れ
ど
、
勝
敗
以
上
の
も
の
を
つ

歓
迎
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

い
っ
し
ょ
に
練
習
を
し

て
い
な
が
ら
、
心
の
ど
こ
か
で
「
ど

う
し
て
私
達
が
こ
ん
な
に
ま
で
し
な

く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
か
な
己
と
思

っ

て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
途
中
で

さ
ん
が
縄
跳
び
に
参
加
し
な
い
と
言 A

彼
女
を
外
し
て
練
習
し
て
い
て
、
誰

も
疑
問
を
出
さ
な
か

っ
た
の
で
す
か

ら
。
そ
ん
な
と
き
、
先
生
か
ら
問
題

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
「
こ
ん
な
体
育
祭

で
良
い
の
か
な
叫
さ
ら
に
、
「
み
ん
な

を
信
頼
し
、
期
待
し
て
い
る
己
と
ま

で
も
。
四
時
間
目
の
体
育
祭
の
練
習

が
終
わ

っ
た
後
の
暑
い
中
、
運
動
場

で
輪
を
つ
く
っ

て
座
り
こ
み
、
皆
で

考
え
ま
し
た
。
や
が
て
、
誰
か
ら
と

も
な
く
う
な
ず
き
合
い
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
の
畳
休
み

か
ら

A
さ
ん
を
入
れ
た
特
訓
を
始
め
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回
自
白
斑
目
。


十
⑩
⑥
⑨
⑥
⑧
⑨
⑧
⑥


月
行
事

-R

二
十
二
日
�
 

mv 

展
示
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

と
の
機
会
を
お
見
の
が
し
な
く

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
�
 

O

-R

盆
裁
・
盆
景
・
山
野
草
展


書
道
・
絵
画
展

十
月
二
十
二
日

1
二
十
五
日
 

町
内
各
小

・
中
学
校
と
書
道
愛
好

町
内
山
野
草
愛
好
家
に
よ
り
、
百


家
に
よ
り
、
十
月
十
四
日
よ
り
二
十


一
日
ま
で
視
聴
覚
室
で
展
示


芸
術
の
秋
の
幕
明
け
に
出
品
点
数


O

-R

も
百
五
十
点
と
実
に
豪
華
に
し
て
、

芸
術
美
の
高
い
も
の
で
あ

っ
た。� 

寺

宝

展

i

十

一
月
十
七
日
�
 

O

F

回
を
重
ね
て
実
施
し
て
参
り
ま
し

た
図
書
館
祭
り
も
、
十

一
月
の
行
事

を
も

っ
て
本
年
度
の
幕
を
と
じ
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

各
運
営
委
員
さ
ん
に
は
有
終
の
美

を
飾
ら
ん
も
の
と
、
十

一
月
は
殊
の

他
御
尽
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
い

に
ご
期
待
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

女

陶

芸

展

十

一
月
十
二
日
�
 
1
二
十
二
日
�
 

場

所

図

書
館
二
�
 視
聴
覚
室

。
出

品

者

勝

浦

町
棚
野
出
身

陶

芸

家

谷

口

裕

志

氏

第
十
四
日
本
陶
芸
展
(
毎
日
新

聞
主
催

・
外
務
省

・
文
化
庁
後

援
)
に
出
展
し
、
高
い
評
価
を

受
け
ら
れ
た
同
氏
の
作
品
を
、

福
島
県
田
村
郡
三
春
町
の
釜
元

か
ら
直
送
展
示
、
乞
ご
期
待
。
�
 

O O
場

所

図

書
館
郷
土
資
料
室

。
町
内
各
寺
院
の
秘
宝
を
展
示
�
 

町
内
各
位
秘
蔵
の
古
美
術
も
展
示

致
し
た
い
の
で
、
図
書
館
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

O 女

生

花

展

。
第

一
回

十

一
月
十
四
日

・
十
五
日
�
 

第
二
回

十

一
月
二
十
一
日
�
 
1
二
十
二
日
�
 

O O
場
所
図
書
館
視
聴
覚
室
他

場

所

図

書
館
二

歓
迎
し
ま
す
必
で
、
前
日
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
�
 

町
内
各
流
派

一
堂
に
、
晩
秋
の

草
花
が
館
内
狭
し
と
飾
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
飛
び
入
り
も

勝

美

展

十

一
月
二
十
六
日
�
 
1
十
二
月
五
日
�
 

F
視
聴
覚
室

体県�  
30 2 4立
日日 館 日 図

書� 
9 日� 17館
日 日 協

力� 

* * 

勝
浦
町
美
術
愛
好
家
に
よ
る
油

絵
三
十
点
余
り
が
、
県
郷
土
文

化
会
館
で
展
示
好
評
を
得
ま
し

た
の
で
、
町
内
の
皆
さ
ん
に
も

ご
鑑
賞
を
項
き
た
い
と
思

っ
て

数
十
点
に
及
ぶ
草
花

・
盆
裁
な
ど

が
陳
列
さ
れ
、
な
か
で
も
自
然
を

そ
っ
く
り
室
内
に
取
り
入
れ
た
盆

景
は
、
見
事
の

一
語
に
尽
き
る
素

晴
ら
し
い
力
作
で
し
た
。
�
 

-R
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J

-

俳

句

柚
子
料
理
く
さ
ぐ
さ
阿
波
の
番
外
寺

風
の
吹
く
高
さ
に
咲
い
て
蕎
麦
の
花

生

名

丸

山

香

月

灯
し
火
に
親
し
み
ゃ
す
し
野
の
仕
舞

ゆ
る
ぎ
な
き
道
逝
く
翁
や
ち
ろ
ろ
鳴

く

生

名

滝

口

松

月

コ
ス
モ
ス
や
カ
ン
バ
ス
の
子
の
瞳
の

つ
ぶ
ら

萩
こ
ぽ
る
波
う
ち
ょ
す
る
き
り
、
ぎ
し

に

生

名

倉

橋

テ

ル

点
に
見
ゆ
ジ
ェ
ッ
ト
機
高
く
ま
ん
じ

ゅ
し
ゃ
ぶ

運
動
会
競
う
壮
年
ト
ラ
ッ
ク
に

生
名
石
田
与
志
於


天
に
声
地
に
声
あ
り
て
秋
最
中


虫
更
け
て
部
屋
に
夜
食
の
届
き
け
り


沼
江
中
井
清
二
郎


ス
イ
ッ
チ
を
切
り
で
し
ば
ら
く
虫
を


聞
く


格
別
に
し
づ
か
な
る
庭
今
日
の
月


掛

谷

斎

藤

重

子

赤
蛸
蛤
入
日
に
港
む
遠
汽
笛

母
よ
り
も
齢
を
重
ね
て
秋
袷

掛

谷

駒

津

光

洋

口
髭
の
不
似
合
も
居
て
敬
老
会

ア
ン
テ
ナ
に
朝
一
番
の
鴻
晴
け
り

喜
楽
苑

後
藤
田
泰
五

彼
岸
会
に
先
祖
に
供
え
お
は
ぎ
餅

手
造
り
の
お
は
ぎ
や
わ
ら
か
彼
岸
会

に

棚

野

谷

新

太

郎

豊
作
で
祭
り
太
鼓
も
う
か
れ
聞
く

目
を
さ
め
ば
木
犀
匂
う
古
里
に

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

名
月
や
我
が
影
ふ
み
て
土
手
の
道

T
E
L

ヤ
ッ
ト
サ
l
の
声
も
愛
ら
し
子
供
連

棚

野

幸

山

美

好

敬
老
日
舞
台
満
開
阿
波
踊
り

紫
蘇
ジ
ュ
ー
ス
手
作
り
旬
、
7
厨
か
ら

横

瀬

錦

内

常

一

⑧
⑮
⑥
⑧
⑧
⑧

宛
先
�
 横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

口
四
五
八
三


十
一
月
五
日
〆
切
短
歌
一
人
一
首


十
二
月
五
日
〆

切

川

柳

一
人
一
句


※
作
品
の
添
削
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

A坂本川をはさんだセンターと天狗岳

1階 平 面 図 �  

2階 平 面 図

一 卜あ 詩!
人 ーで

• 
の
二 月先

句 二 俳こ

青FT 募句みち用

豊 集
田


明
 
J 

農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
か
ら
�
 

-
橋
の
上
に
天
狗
岳
よ
り
飛
び
来
し

か
雀
が
な
ら
ぶ
セ
ン
タ
ー
の
朝

-
天
狗
岳
紅
葉
に
そ
む
は
い
つ
の
頃

セ
ン
タ
ー
に
居
て
楽
し
み
て
お
り

-
ゆ
る
や
か
な
流
れ
を
み
せ
て
行
く

木
の
葉
坂
本
川
は
む
ら
さ
き
に
そ
む

.
投
石
に
広
が
る
波
紋
眺
め
い
て
坂

本
川
の
遠
き
思
い
出

・
天
狗
住
み
し
伝
説
の
森
�
 い
づ
こ

天
狗
岳
の
樹
に
秋
風
わ
た
る

-
天
狗
岳
の
紅
葉
う
つ
し
て
坂
本
川

セ
ン
タ
ー
の
下
ゆ
る
く
な
が
る
る

-
と
き
お
り
は
県
道
ぶ
ち
に
見
る
と
い

う
野
猿
は
い
ま
だ
吾
が
目
に
と
め
ず

.
セ
ン
タ
ー
の
窓
下
を
流
る
坂
本
川

白
鷺
の
い
て
餌
漁
る
見
ゆ

-
あ
ざ
や
か
に
魚
と
る
と
こ
ろ
見
せ
く

れ
し
白
鷺
今
日
も
じ
っ
と
立
ち
お
り

A
7

日
下
所
長
さ
ん
の
後
任
と
し
て
七

月
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
務
め
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
周
辺
を

短
歌
(
短
歌
の
つ
も
り
)
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

は
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
落
着
け
る

・と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
に
は
別
表
の
施
設
が
あ
り
ま

室 名
面積

(ば)

収容人数

(人)

多目的ホール� 511 5∞ 
実 習 室� ω 30 

相 室� 30 10 

保 健室�  33 30 

健康増進室� 54 30 

会議室(和室)� 60 50 

農事研究室� 54 35 

事務室等�  41 

ロ ビ
(その他含む� ) 

356.3 

1，199.3 685

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
そ
っ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

尚
、
毎
週
木
曜
日
は
ロ
ン
グ
開
館

日
で
午
後
八
時
迄
聞
い
て
お
り
ま
す
。

健
康
増
進
室
な
ど
の
ご
利
用
、
特
に

お
す
す
め
致
し
ま
す
。

(
電
話
 2
1
3
3
0
0
 
所
長
・谷
口
)
�
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ト
を
:
:」

機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
耳
に

入
る
と
、
徳
島
の
街
の
明
か
り
が
見

え
初
め
ま
す
。
帰
っ
て
来
た
の
だ
、

と
い
う
実
感
が
わ
い
て
く
る
と
と
も

に
、
カ
ナ
ダ
で
の
十
日
間
が
よ
み
返

っ
て
き
ま
し
た
。

不
安
の
大
き
い
ま
ま
向
か
え
た
出

発
の
目
。
団
員
の
活
気
に
満
ち
た
表

情
と
は
裏
腹
に
、
私
一
人
、
気
後
れ

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

し
か
し
、
徳
島
空
港
を
後
に
し
た

時
、
身
の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
思
い

が
し
て
、
頑
張
ら
な
く
て
は
と
、
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

大
阪
空
港
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス

コ
に
到
着
し
、
乗
り
換
え
て
カ
ナ
ダ
、

ト
ロ
ン
ト
へ
。
十
数
時
間
の
空
の
旅

の
後
、
私
達
を
迎
か
え
て
く
れ
た
の

は
、
夜
更
け
の
街
と
見
慣
れ
た
幕
の

内
の
お
弁
当
で
し
た
。
い
よ
い
よ
初

ま
る
の
だ
な
と
意
気
込
ん
だ
の
も
つ

か
の
間
、
日
本
が
恋
し
い
と
着
い
た

「
当
機
は
ま
も
な
く
、
徳
島
空
港

へ
着
陸
致
し
ま
す
。
お
座
席
の
ベ
ル

年
婦
人
海
外
派
遣
団
に
参
加
し
て

青県島徳

勝
浦
町
大
字
中
角

麻

植

美

保

早
々
に
思

っ
て
し
ま

っ
た
の
は
、
私

だ
け
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
最
初
の
訪
問
地
、
ト
ロ
ン
ト
。

カ
ナ
ダ
で
も
最
も
工
、不
ル
ギ

ッ
シ

ユ

な
都
市
だ
そ
う
で
、
い
つ
も
文
化
や

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン
の
先
端
を
行
く
魅
力

い
っ
ぱ
い
の
街
で
す
。

お
も
し
ろ
い
と
い
う
か
驚
い
た
の

は
、
夜
仕
事
は
終
わ

っ
て
い
る
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
時
間
に
、
ピ
ル
の
電

気
が
明
々
と
点
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
カ
ナ
ダ
も
日
本
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
の
よ
う
に
、
残
業
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
と
思

っ
て
い
る
と
、
そ

れ
は
泥
棒
が
入

っ
て
も
分
か
り
ゃ
す

い
川
よ
う
に
、
警
備
の
上
で
そ
う
し

て
い
る
、
と
い
う
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話

で
し
た
。

A ホームステイでのパーテ ィーに招かれて。� 

で� lお二 をさそせ と目研そ英 は ん ん 私 ホ ま多守てナ美パらこ願 表.警
しテ世日緊感んうん子並激究の語マ日がはの!こしくらきダしン、とのトし備な
たイ話間張じ のいが供ん石し後の 卜本 三 、おムこた、れたのいク飛がナロて方ん
が� lにをしま日う日達でなた、講ソの人奥世スで 。日 て と 西 都 �  l行でイ ン い法だ
ーがな終 てし本と本もいどそ広師 ン方のさ話テは 本いとの市パ機きアトるでか
思 あ つ えいた に こ 語 ま ま の う 島 とさで五んにイ施 人るも玄の�  lに、ガのよ、の
いりたてた 。対ろをだし本で大 し んし人となが設 の街に関 ー はて満ラ公うカん
出ま方、ホ すか勉そたが、学てはた家小つ待の 多で、口つ 、パ 足 の 式にナび
話しをそ�  l る ら強ん 。本川で日 、 。族学た つ 訪 いす大とと世ン感滝日思ダり
にた招のム 思もしな 棚端日本 青 で 生 マ て 問 の 。切し言界クにも程い のし
花 。い 日 ス いマてに に康本へ年 、の卜いと に観なでわで�  l浸見をまおた
が短てのテ のトい話 ず成文渡の 奥 子 ソ ま と も 光自発れもパり学終し国 一
咲い の夜イ 強ソませ ら、学り時 さ 供 ン し も 驚地然展、最!なすえた柄っ
き間パにの さ ン すま つ 夏を、に ん さ さ た に きももしカもへがる念 。をの

回)CXX))0。国 O国;)QX)000CIOOCIOOCIOO000OCIO。国)QX)CIOO000CX:IOCICOCICX)000。国)cxx)cxx)00。
に
終
了
し
、
い
よ
い
よ
日
本
へ
向
か

う
飛
行
機
に
乗
り
込
み
ま
す
。
不
安

い
っ
ぱ
い
で
出
発
し
た
研
修
旅
行
で

し
た
が
、
終
わ
り
が
近
づ
い
て
く
る

と
、
カ
ナ
ダ
で
の
い
ろ
い
ろ
な
人
々

と
の
出
逢
い
に
、
胸
を
と
き
め
か
せ

た
充
実
し
た
旅
で
あ

っ
た
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
い
う
機
会
を
項
き
、

お
世
話
に
な

っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
よ

パ
ン
ク 

パ
ー
で
の
日
程
を
無
事

l

レよ~
。

ー
お
別
れ
の
時
は
笑
顔
で
、
と
思

っ

て
い
た
の
で
す
が
、
感
謝
の
気
持
ち

で
胸
が
い

っ
ぱ
い
に
な
り
、
気
が
つ

く
と
涙
が
出
て
い
ま
し
た
。

・~.~~桜白白 R 
O ・ を体 庭 ゃに視役�  ERB国益� s
広 運 展 と 、 か陥野割青�  E司君I ~
報 動 聞な学にいとと少�  I!EE芸BE P
啓 の し つ 校成る豊 青 年� mI量ec6 
発 重 まで、長こか任が�  T;-tmi扇� g
活 点 す青職すとなの社 猪g 冶 s
動 目 。少場るな情自会�  
の 標 年 、こく操覚に

1・ ・';~ a~;~~J斌抗 日VJej甥〈・
推 健地と、ををお ・~+:!~・ E
進 全 域を心培促け�  11・:fE i

育社願身いしる 同 人網品Sp.-E
2園陸 ・� ... -: 成 会ぃ共、、自�  n 

青
少
年
の
社
会
参
加
活
動
の
促
進

地
域
に
お
け
る
青
少
年
育
成
活
動

運が、に ~F 広ら 1 1乏忌・.;
動 一 家健 f丁いの 士E E 

O O ZJ清
 i;5
 成
は
期
間
中
だ
け
で
な
く
、
年
間
を

通
じ
て
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
促
進

健
全
な
家
庭
。つ
く
り
の
促
進

学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
の
充
実

職
場
に
お
け
る
青
少
年
育
成
活
動

の
促
進

な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
健
全
育

O O O

jj勝 ij
 
30 ・~ ij:~:~


I~・ご正証‘h当、 I!.:. 

自 信調 25
. 

時
間
が
過
、
ぎ
る
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で

う
に
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
生
か

し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

i
ま 置自画i
で 主函館� i 

g 

A ホームステイ先の子供達と F 
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と
き
は
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

←⑧⑧⑧⑧⑧ー

あ
な
た
の
財
産
を
守
る
た
め
に


犯
罪
捜
査
に
御
協
力
を
，
・


小
松
島
警
察
署
防
犯
課

「事
件
か
な
?
」
と
思
っ
た
ら

指
名
手
配
犯
人
の
検
挙
に

ご
協
力
を
!

平
成
四
年
七
月
一
日
現
在
、
全
国

で
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
犯
人
は
三
、

三
七
八
人
で
す
。
こ
れ
ら
の
犯
人
は
、

殺
人

・
強
盗
等
の
凶
悪
犯
を
は
じ
め

傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
等
を
行
な
い
逃

走
中
で
、
再
び
犯
行
を
繰
り
返
す
恐

れ
も
あ
り
、
い
ち
早
く
検
挙
七
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
者
ば
か
り
で
す
。

指
名
手
配
犯
人
に
似
た
人
を
見
か

け
た
と
か
、
そ
の
他
指
名
手
配
犯
人

に
関
す
る
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、

ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
通
報
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
絶

対
に
ご
迷
惑
の
掛
か
ら
な
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す

の
で
是
非
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

横
瀬
駐
在
所

田

雅

雄

し
か
し
、
最
近
は
事
情
が
変
わ
り

ま
し
た
。

一
家
に
二
台
と
い
わ
れ
る

「
一一

 

番
」
を
1 

O

勝
浦
町
は
気
候
が
温
暖

で
、
自
然
も
豊
か
な
人
情

の
あ
る
町
で
す
。

O

私
た
ち
警
察
官
の
仕
事

に
対
し
て
も
、
町
民
の
皆

さ
ん
方
か
ら
暖
か
い
ご
協

力
を
賜
わ
り
、
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

さ
で
、
そ
ん
な
勝
浦
町

の
風
土
か
』
り
す
れ
ば
、
盗

難
事
件
の
発
生
も
ほ
と
ん

ど
無
い
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
。し

か
し
、
残
念
な
が
ら

時
々
盗
難
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
盗
難
の
う
ち
九

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
鍵
を

か
け
て
い
な
い
場
合
な
の

で
す
。

私
が
被
害
者
の
人
か
ら


事
情
を
聞
く
と
、
ほ
と
ん


ど
の
人
が
「
い
ま
ま
で
鍵


や
せ
ん
で
も
盗
ま
れ
な
ん


だ
け
ん
己
と
話
し
ま
す
。


確
か
に
今
ま
で
は
鍵
な

¥

ど
し
て
い
な
く
て
も
盗
ま 
‘

れ
る
こ
と
は
無
か

っ
た
と

思
い
ま
す
。

一

最
近
、
け
ん
銃
を
使
用
し
た
凶
悪

一
事
件
、
暴
力
団
に
よ
る
民
事
介
入
暴

A
町
で
連
続
発
生
し
て
い
た
空
巣

ほ
ど
自
家
用
車
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
一
力
事
件
、
幼
児
を
対
象
と
し
た
誘
拐

そ
の
う
え
、
新
坂
本
ト
ン
ネ
ル
や
県

宇
事
件
等
が
増
加
し
、
し
か
も
、
犯
行

道
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を
見
れ
ば
わ
か

一
は
広
域

・
ス
ピ
ー
ド

・
巧
妙
・
悪
質

る
よ
う
に
、
急
速
に
勝
浦
町
内
の
道

一
化
し
て
事
件
の
捜
査
が
非
常
に
困
難

路
整
備
が
行
わ
れ
、
鮎
ま
つ
り
な
ど

一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

の
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
の
観
光
施
設
も

一

警
察
で
は
、
安
全
で
住
み
よ
い
町

充
実
し
て
い
ま
す
。

一
づ
く
り
の
た
め
犯
罪
の
予
防
活
動
は

つ
ま
り
、
他
の
地
域
か
ら
勝
浦

一
も
と
よ
り
、
事
件
発
生
の
時
に
は
、

町
へ
釆
る
人
が
、
昔
と
は
比
較
に
な

一
犯
人
を
早
期
に
検
挙
す
る
よ
う
、
日

ら
な
い
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
る
の
で

一
夜
た
ゆ
ま
ぬ
活
動
を
推
進
す
る
と
と

事
件
で
は
、
主
婦
の
ち
ょ

っ
と
し
た

機
転
で
犯
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で

品 

中
広
?
レ
七
~
。

自
宅
付
近
を
散
歩
し
て
い
た
主
婦

子
さ
ん
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

っ

B Cぱ
な
し
に
し
て
乗
用
車
を
止
め
、
他

人
の
家
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
る
男
を

見
て
不
審
に
思
い
、
そ
の
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
ひ
か
え
て
い
た
の
で
す
。

後
に
な

っ
て
近
く
で
空
巣
狙
い
の

被
害
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
知

っ

す。

一
も
に
、
最
新
技
術
を
導
入
し
た
科
学

昨
年
、
あ
る
民
家
で
盗
難
事
件
が

一
捜
査
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

た 

子
さ
ん
は
、
そ
の
こ
と
を
一
一

あ
り
、
「
電
話
機
」
を
盗
ま
れ
ま
し
た
。
一

し
か
し
、
い
か
に
警
察
が
努
力
し
、

番
通
報
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
犯
人
は
つ
か
ま
っ
た
の
で

苧
科
学
捜
査
力
を
強
化
し
ま
し
で
も
犯

す
が
、
阿
南
市
内
の
少
年
で
し
た
。

一
人
を
検
挙
し
、
事
件
を
解
決
す
る
に

犯
人
を
検
挙
し
、

一
連
の
事
件
を
解

被
害
に
あ

っ
た
家
も
、
た
っ
た

一
ヵ

一
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
積
極
的
な

決
し
ま
し
た
。

所
だ
け
施
錠
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら

一
通
報
を
い
た
だ
く
な
ど
犯
罪
捜
査
に

こ
の
よ
う
に
「
不
審
な
人
や
車
を

し
く
、
そ
こ
か
ら
侵
入
し
た
も
の
で

苧
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
す

目
撃
し
た
己
と
か
「
事
件
か
な
?
と

す
。

一
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

思
っ
た
叫
あ
る
い
は
「
犯
人
に
似
た

私
た
ち
警
察
官
も
勝
浦
町
の
治
安

一
ま
す
。

人
を
見
か
け
た
己
場
合
に
は
、
深
夜

を
守
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を

一

・
早
朝
を
問
わ
ず

『
一
一 

番
』
通

強
化
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
、
皆
さ

報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

O
B

O

・

警
察
は
、
そ
の
車
か
ら
捜
査
し
て

必
ず
届
出
を
!

第
二

・
第
三
の
犯
行
や
被
害
の
拡

大
を
防
ぐ
た
め
に
も
被
害
に
あ

っ
た

交通事故相談日

-日 時 11月25日(水)

午前 9時~午後 4時

場所 小松島中央会館

・相談員 田上隼庸

※お気軽にご相談くだ さい。

安
全
で
住
み
よ
い
、
皆
さ
ん
の
町

ナ
つ
く
り
の
た
め
に
、
特
に
次
の
点
を

l

ん
方
も
ド
ロ
ボ 

に
狙
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
家
を
出
る
と
き
、
車
や
オ

ト
パ
イ
等
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず

一
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
冶

施
錠
を
し
て
く
だ
さ
い
。

、

一一

民 中
心
に
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
ご
協
力

被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、

N
7

L
T
d

仏
羽

町昨

'
『
却
司

d

一一

-

ぷ

対

引

信

そ
れ
が
、
あ
な
た
の
財
産
を
守
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
か
ら
。

l
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w
z
E
Z同
E-nE幅
四

〈
〈
美
し
い
町
さ
私
達
。
手
を
〈
〈

勝

浦

町

青

年

会

九
月
二
十
三
日

ω、
時
折
小
雨
の

降
る
中
、
青
年
会
員
十
二
名
が
、
町

内
県
道
添
い
の
空
缶
捨
い
を
行
い
ま

し
た
。こ

の
計
画
を
立
て
た
当
初
、
「
町
内

全
域
を
回
れ
る
だ
ろ
う
か
?
回
っ

て
も
空
缶
な
ど
少
し
し
か
落
ち
て
い

な
い
の
で
は
」
な
ど
と
、
色
々
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
午
前
十
時
か
ら
、
軽
ト

ラ
三
台
に
分
乗
し
、
町
内
の
県
道
添

い
を
歩
い
て
み
る
と
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
空
缶
が
落
ち
て
い
る
の
で
す
。

最
初
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
会
員

も
、
あ
ま
り
の
空
缶
の
多
さ
に
額
に

汗
し
て
、

し
た
。作

業
を
終
え
た
の
は
午
後
四
時
、

青
年
会
員
の
歩
い
た
県
道
添
い
、
総

延
長
約
二
八
回
、
捨
勺
た
空
缶
は
ゴ

ミ
袋
六
十
三
袋
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
青
年
会
員
達
は
、

「
日
頃
気
に
せ
ず
に
通
っ
て
い
る
県

道
添
い
に
も
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
ゴ
ミ
や
空
缶
が
落
ち
て
い
る
。
自

l
の
悪
さ
を
反
省
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
交
通
マ
ナ
ー
を
守
る
と

共
に
、
環
境
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
美

し
い
町
ず
つ
く
り
が
で
き
る
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

一
生
懸
命
に
捨
っ
て
い
ま

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
一

つ
の
方
法
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

分
け
れ
ば
資
源
・混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
。

分
達
の
マ
ナ
�
 

「地
球
に
や
さ
し
い
」

リ
サ
イ
ク
ル
の
す
す
め

日
本
は
、
国
土
面
積
が
全
世
界

の
0
・
三
%
、
人
口
二

・
三
%
に

し
か
過
、
ぎ
な
い
小
さ
な
国
で
す
。

そ
の
日
本
が
一
九
八
七
年
に
は
お

よ
そ
二
十
億
ト
ン
の
資
源
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
全
世
界
の
使
用
量
の
約
七
%
に

あ
た
り
、
私
た
ち
が
い
か
に
多
く

の
資
源

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し

て
い
る
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
内
再
利
用
し
て
い

る
の
が
、
約
八
%
の
一

・
六
億
ト

ン
に
し
か
過
、
ぎ
ま
せ
ん
。

日
本
は
そ
の
資
源
の
ほ
と
ん
ど

を
海
外
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
ゴ
ミ
排
出
量
は
急
激
に

増
え
、
そ
れ
に
よ
る
環
境
汚
染
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

不用犬の アルミ m~oom~glli1おをB


買い上げ日� アルミ缶回収場所

犬の放し飼し、は

やめまし ょう。� 

11月11自体)� 

11月25日体)

平成 �  4年� 11月� 30日(月)

地区 回収場所

坂 本 勝浦郡農協坂本出張所

与川 内 イシ 与川内出張所

横� j頼 勝浦郡農協勝浦支所

中 山� i削方詰所横

棚 里子 河川敷ゲートボール場横

久 国 役場庁舎裏

生 名 生名集会所(東林庵)

星 谷 室谷橋北詰ゴミフ ェンス横

黒 岩 中央橋北詰ゲートボール場横フェンス� 

A7 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

沼江 ・石原 石原ゴミフェンス横

掛谷・山西 勝浦郡農協生比奈支所

中 角 農村婦人の家 ・馬越ゴミフェンス償

分
け
れ
ば
資
源
・
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ

ア
ル
ミ
缶
は
、
洗
っ
て
乾
か
す
、

つ
ぶ
し
て
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

次
の
日
程
で
回
収
い
た
し
ま
オ
。
住
民
参
加
に
よ
る
減
量
化

・

資
源
化
を
す
す
め
る
た
め
、
必
ず
名
前
を
書
い
て
出
し
て
く
だ
さ

3

0

h
uv
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アルミ缶の回収にご協力を



夜間救急当番表

11月①日

11月③日

湯浅医院�  

勝浦病院�  

2-2003 

2-2555 

11月� 5日 赤岩 医院�  2-2006 

11月� 7日 勝浦病院�  2-2555 

11月� 9日 上勝診療 所 �  6-0302 

11月11日 勝浦病院�  2-2555 

11月13日 山 西 医院�  2-3027 

11月⑮日 勝浦病院�  2-2555 

11月17日 湯浅医院�  2-2003 

11月19日 勝浦病院�  2-2555 

11月21日 赤岩 医院�  2-2006 

11月⑫日 勝浦病院�  2-2555 

11月25日 上勝診療 所�  6-0302 I 

11月27日 勝 浦病 院� 2-2555 

11月⑫日 山 西医院�  2-3027

p

腎
パ
ン
ク
登
録
に
ご
協
力
を 

・


去
る
十
月
十
三
日
、
全
国
第
十
二

回
腎
パ
ン
ク
登
録
者
拡
大
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
本
町
を
訪
れ
、

そ
の
主
旨
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

県
内
の
腎
登
録
者
は
、
ま
だ
ま
だ

不
足
の
状
況
で
す
。
医
学
的
、
社
会

的
対
策
の
前
進
に
よ
り
腎
移
植
は
急

速
に
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
腎
臓
提

供
者
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、

患
者
自
身
が
全
国
的
な
呼
び
か
け
を

行
い
、
腎
臓
提
供
者
の
登
録
、
拡
大

を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
県

内
で
は
九
十
四
人
の
方
が
移
植
を
希

望
さ
れ
て
い
ま
す
。

腎
パ
ン
ク
登
録
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで

...キ ャラパン隊の皆さん

勝浦病院外来診察担当医師表

ドで 月 火 水 木 金 土

内

科

午

目'J
平賀院 長 平賀 院 長 日下医師 日下医師 平賀院長 日下医師

午

後
日下医師

日下医師

(訪問看護)
柴田医師

平賀院長

(訪問看護)
平賀院長

整
. 
外

手ヰ

午

前
小 西 副院長

岡田医師

( 整形 )
小 西副院長 小 西副院長 小西副院長

内田医師
(整形)  

小西副院長

午

後
小西副院長

岡田医師

( 整形 )
小西副院長 小 西 副 院 長 小西副院長

理

サ品主dーh 

午

前
重岡理学療法士 重岡理学療法士 重岡理学療法士 重岡理学療法士 重岡理学療法士 重岡理学療法士

午

後
重岡理学療法士 重岡理学療法士 重岡理学療法士 重岡理学療法士 重岡理学療法士

児

科

午

前
森本医 師 戸井医師

午

後
森本医 師 戸井医師

-毎週火曜日 ・木曜日の午後に主として寝たきり老人を対象として訪問看護を行っています� 0

・訪問看護については予約が必要です。
 

O整形外科の受付時聞は、午前11時までとなっております。
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勝浦病院外来診察担当医師表



、，� 

A のがみ ゅうへいちゃん(捌野)� ""1そたにと もみちゃん(坂本)� 

月の健康行事 不明な点は、環境衛生課、保健婦へ11

日� H翠 内� ~ιAJフ、・ー 文ナ 象 者 受 付 時 間 場 所
持参する
もの他�  

9 :00~ 11 :30 中山集会所 健康手張� 

5 木 高血圧教室，健康相談 血圧の 高� p 方� 

13.:30~16: 00 
農村環境
改善センター

イシ� 

6 金� 1歳� 6か月児健康診査
日3 .3 .1 ~5 . 31までに� 

生まれた子
13 : 30~14 :00 勝浦病院

母子手帳

問診票�  

11 水
百日咳，ジフテリア，破傷風� 

=種混合予防 接 種 �  

2 ~ 4歳未満の子

-第l期…1か月毎に� 3回

-第2期…第� 1期終了後12
~ 18か月後に 1 回接種 

13 : 30~14:30 
農村環境

改善センター

母子手帳� 

問診票�  

12 木 インフルエンザ予防接種(1回目)� 3 歳 以 上 の 方 �  13:30~ 14 : 30 
農村環境�  
改善センター� 

~p 鑑

16 月 糖原病教室(2コース)
基本健診の結果，尿糖が� 
陽性か血糖値が高い方

9 : 30~14 : 00 
農村環境
改善センター� 

健康手帳

13 :30~14 :30 生名センター 印 鑑� 

18 *
インフルエンザ予防接種(1回目) 3 歳 以 上 の 方 �  

15 : 00~16 : 00 
住民福祉
センター�  

。

9 : 00~ 11 :30 久国集会所 健康手帳� 

19 木 高血圧教室，健康相談 血圧の 高 し3 方� 

13 : 30~16:00 星谷集会所�  dシ� 

1 3 : 30~14:30 星谷集会所�  ~p 鑑� 

19 木 インフルエンザ予防接種(2回目)� 3 歳以上の方�  

15:00~ 16:00 農村婦人の家 イシ� 

20 金 乳児健康診査�  
H 4 .6 .1 ~9 . 30までに� 

生まれた子� 
13:30~14:30 勝浦病院 母子手帳

21 土 第2回健康・福祉まつり 一 般 の 方� 9 :00-15:00 
農村環境
改善センター� 

25 *健 康 本目 舌ログ水丈 自主 の 方� 10 : 00~11:30 勝浦会館 健康手帳� 

9 : 00~11 :30 農村婦人の家 健康手帳� 

26 木 高血圧教室，健康相談 血圧の 高 し3 方� 

13 : 30~16:00 石原集会所 ク� 

27 金� 3 歳児健康診査�  
S63.11.1 ~ H元 .10.31 
までに生まれた子

13 : 30~ 14:30 
農 村環境
改善センター

母子手帳
問診票

※インフルエンザ予防接種料金� 3 ~ 5 歳…300円， 6 ~ 12歳…400円， 13歳以上…500円� 
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期 間 平成� 4年� 9月� 1日(:X)-11月30日(月� 

基本健康診査
が受診できる
医療機関

赤岩医院�  

湯浅医院

山西医院

)J券浦病院

(月~金の午後)

内� F全チー~

検尿，血圧測定，

心電図検査，血液
検査(コレステ
ロール ・中性脂
)Jjj・肝機能・貧血

血糖)腎機能な
ど

検尿，血圧測定，
心電図検査，眼底
検査，血液検査
(コレステロ ー� 

ル・中性脂肪・肝

機能・貧血・血糖)
腎機能など

婦人がん検診

が受診できる

医療期間

山 西医院�  

(子宮・乳)1泉)� 

H券 浦病院

泉)Ul(手
※*.木・金のみ

できます。

が↓ 金

基本健康診査……・………ぃ無料

子宮がん検診・・・顕 音� 1.[1 000円
頭部と� f本音� 1.7[1 00円

手L JI泉・・・・・� 400円

(ただし満棚上の方及川~ }
村民税非課税世帯の方は無料で
す。受診の際お申し出ください。

沼会ゆ
 

基本健康診査
呈A

婦人がん検静
日程表

早
自
に
霊
診
を 
p
・
日
れ
伊
均


今
、
町
内
の
各
医
療
機
関
で
基
本
健
診
、
婦
人
が
ん
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
今
月
中
で
す
の
で
、

早
目
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

。COOC:OOOOOOO000000000000000000000000OOOOOOOOOOOOOOOa:目。cx)000OC:O000OC:O000000OC:O000000000000CX:目。00OC:OCXX)CXIO000000a::由。00000000000000000000OC目。。。

/ 

、、
7。� 

0
g 。の。

0o  
0 

、、、� ，.. 

11/2-11/8 第40固精神保健普及運動 健康子張を
新しく交付しますストレス解消の� 3大原則を取り

)

¥ 
入れ、積極的に休養をとりまし ょ� 

自分の健康管理に欠かせない健康手帳

を、平成� 4年度に新しく交付します。
① 休み

・対象者…40歳以上で町内に住民票の
休憩、睡眠が代表的。翌日への

ある方
活力を養うために、休日の夜の睡

・交付場所…健康相談、健康診査の時な
眠は充分にとりましょう 。

どですが、その他交付を希
② 気晴らし

望される方は、環境衛生課
広い意味で、のレジャーともいえます。映画や音楽などの鑑賞、

保健婦までご連絡ください。
旅行、戸外で運動するなど、ふだんと違った場所で気分転換を

はかりましょう 。� 
(電話 2-2511)

③ くつろぎ
-料 金…無料�  

自分に合ったくつろぎ方を見つける。たとえば、おしゃべり

や散策、読書、趣味に打ち込むなど。
。α)OC:O000000CX:OOC目。oooc目。000000000000000000:目。00CXJOOOOOOOOC:OOOOOC:OOOOOQOOOO00。

全国糖尿病週間
十
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
に
町
内
を
巡
回

し
て
実
施
し
ま
し
た
結
核
検
診
の
結
果
で
、
精

密
検
査
の
必
要
な
方
に
は
通
知
を
し
ま
す
が
、

異
常
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
通
知
を
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

庁
結
核
検
診
の
結
果
に
つ
い
て 
H“治療中断患者に訴える"� 
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早目に受診を　基本健診　婦人がん検診

MUS04
テキストボックス
健康手帳を新しく交付します



ガンl'レf体の

運動によってもたらされる効果

(平成� 3年度〉

無診療家庭 


次の方々は、保険税を完納

されるとともに、ご家族の健

康に留意され平成� 3年� 4月� 1

日~平成� 4年� 3月31日までの� 

1年間無診療でしたので、記

念品を贈りました。

(敬称略)

あ
な
た
の 

も
の
ぐ
さ 

度
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
/

H

H

) // フサエ(

) //次雄(

) //洋子(

) // 肇(

) // 雄(�  

) // 弘(

英美(ク� ) 

シズエ(ク)

功一(ク )

義雄(中角)

良樹(沼江)

チカエ(星谷)

光生(棚野)

成信(三議)�  

啓羨(ク)�  

晴治(沼江)� 

爽(坂本)� 

“ものぐさ"度チェッ ク

口� 2階はともかく、� 3階にな

れ1%エレベーターを使う。

口 初めての場所は、近いと思つ

てもタクシーに乗ってしまう。

口 歩いて15分の距離があれば、

歩くより 自転車やマイカーに

する。

口 通勤や通学1ニマイカーを使

っている。

口 少しでも重い荷物があれば、

すぐタクシーに乗ることを考

える。

口 室内で近くにあるものは、

歩くより這って取る。

口 イスでもあぐらをかくくせ

があり、機敏な動作が苦手。

⑦食欲が増 し、消化吸収力か'高まる。

運
動
の
基
礎
は
日
常
生
活
の
こ
ま

め
な
活
動
。
こ
こ
で
も
の
ぐ
さ
に
な

る
と
、
運
動
不
足
中
毒
症
は
倍
加
さ

恒

藤

野

井

井

中

本

川

森

尾

田

上

後

西

坂

中

田

勝

小

大

木

山

田

谷

井

貞

神

平

美
元

岡

田

岡

馬

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
な
た
の 

F

口 陸橋を渡るぐらいなら、少 H

の
ぐ 

度
を
|

|
。

頼関代

①心臓や肺の機能を強めて持久力を高

ν

ふつうに日常活動をしていれば


め、呼吸器や循環器系の病気を予防する。 運動になる時代は終わった。

②善玉コレステロールを婚やし、動脈硬 

化を予防する。
 嫌がる体を意志の力で立ち上がらせ、
③体の毛細血管を増やすため、新陳代謝

を活発にする。
 運動の楽しさを体に教えてやる。
④体の脂肪がよく燃えて、肥満を防ぎ、� 

そんな新しい事|き締った体になる。

⑤筋力の低下を防ぎ、腰痛な どを予防する。
体の官険時代が始まった。

成
人
病
は
「運
動
不
足

中
毒
症
」
げ

「
別
歩
族
」
っ
て
ご
存
知
?

せ
っ
か
く
の
休
み
を
、
日
が
な

テ
レ
ビ
の
前
で
寝
こ
ろ
が
り
、

歩
く
と
し
て
も
ト
イ
レ
程
度
。

こ
ん
な 
1
日
珊
歩
程
度
し
か
歩

か
な
い
人
の
こ
と
で
す
。
問
歩

で
消
費
す
る
工
、
不
ル
ギ 

は
ご

l

は
ん 
7
分
の 

杯
分
。
こ
れ
で

l

は
肥
満
、
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
、

糖
尿
病
な
ど
の
成
人
病
を
招
く

⑥ ストレス 、不眠、便秘などを解消する。

T
。」
ふ

の
も
当
然
。
成
人
病
は
い
わ
ば

運
動
不
足
中
毒
症
で
も
あ
る
の

で
す
。

疲
れ
て
い
る
と
い
う
言
い
訳

は
ダ
メ
。
適
度
に
体
を
動
か
す

ほ
う
が
疲
労
回
復
の
特
効
薬
。

y

「
ヨ
イ
シ
ヨ 

・
」
と
気
力
で
体

を
起
き
あ
が
ら
せ
、
体
の
冒
険

16 

し遠くても信号のある歩道を

歩く。

|チェック� | 

Oが6つ以上は重症。ものぐさシ

ールを額に鮎られますヨ。� 3つか

ら5つは運動不足気味。� 2つ以下

なら、体を動かしているほうでしょう。

も

MUS04
テキストボックス
国保と医療費

ガンバレ　タラだの冒険新時代



l
u

ー
し
宇
品

す
る
。

「什
 
F

な
ど
な
ど

②
分
ゐ
品
関

ω国
@
住
る
う


み
か
ん
祭
り
日
月
刊
日
(
第 
2
土
曜
日
)

年末調整とは、給与の支払者がその年最後

の給与の支払をする際l二、給与の支払を受け

る人の一人ひとりについて、その年一年間の

給与の総額を合計して、その給与の総額に対

して納めなければならない税額を計算し、そ

の年税額と既に月々の給与の支払の際に源泉

徴収をしてきた税額の合計額とを比較して、

過不足額を精算する事務のことです。

て
県
橘
湾
開
発
室 

(

7
7
0
徳

島
市
万
代
町

1

1

、 =l
 

電
話

0

8 

8
6
1
2
1
1
2
3
2
7
)

ヘ

福 。

み
か
ん
狩
無
料
サ
ー
ビ
ス

学
校
五
日
制
に
合
せ
て
、
当
日
午

」

前
十
時
ま
で
に
参
加
し
た
、
中
学
生 
4

以
下
の
子
供
た
ち
先
着
二
千
名
を
み

ム

轡


平成 4年度分の源泉所得税

年末調整説明 .d骨 
:D; 

-日 時 平成� 4年11月25日(剥

午前10時~正午まで

-場 所 勝浦町住民福祉センター� 

3階ホール

-対象者 源泉徴収義務者

勝
浦
町
特
産
の
み
か
ん
の
宣
伝
販

路
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
秋
の
み
か

ん
狩
り
シ
ー
ズ
ン
ま

っ
た
だ
中
に
み

か
ん
祭
り
を
行
い
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
よ
う
と
企
画

れ~
。

ま
た
実
施
日
を
十
一
月
十
四
日
の

森
林
組
合
か
ら

苗
木
申
込
受
付


来
春
植
林
及
び
補
植
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
は
、
杉

・
松

・
ク
ヌ
ギ
等

の
苗
木
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

〔

植
林
予
定
地
が
、
台
帳
・
現
況
と

も
山
林
の
場
合
、
ま
た
は
、
農
業
委

員
会
発
行
の
農
地
転
用
許
可
証
の
あ

る
場
合
は
、
造
林
補
助
金
を
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
森
林
組
合
へ
相
談
く

だ
さ
い
。

学
校
五
日
制
の
第
二
土
曜
日
と
し
、

子
供
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
自
然

と
の
親
し
み
の
な
か
で
、
ノ
ピ
ノ
ピ

と
し
た
自
由
空
間
を
作
り
た
い
と
思

か
ん
狩
り
に
無
料
で
招
待
し
ま
す
。 

-

い
ま
す
。

主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

み
か
ん
共
和
国


あ
な
た
も
大
統
領


参
加
者
に
国
民
証
を
交
付
し
、
大

統
領

・
副
大
統
領

・
各
大
臣
を
選
任

県
主
催

石
炭
火
力
発
電
所
見
学

¥
町
主
催
分
は

%
i
k
で
す
の
で
/

/
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
。

¥

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
飛
行

一

徳
島
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

」

よ
る
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
模
範
飛
行
、

一

初
心
者
の
指
導
教
室
、
体
験
飛
行
も

」

行
い
ま
す
。 

日
月
刊
日
肘
1
日
月
初
日

1
泊 
2
日

4

-
と
き

秋

空

市 

幽

~


パ
ス
に
て
竹
原
火
力
発

大
統
領
が
選
定
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

フ。-
共
和
国
秘
宝
発
見

・
み
か
ん
難
問
ク
イ
ズ

-
み
か
ん
つ
か
み
ど
り
大
会

秋
の
味
覚

・
特
産
品

・
手
作
り
品

」

等
の
販
売
市
場
を
聞
き
ま
す
。

町
内
外
を
問
わ
ず
多
数
の
方
の
参 

ム
A

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主
催
勝
浦
町
地
域
づ
く
り
井
戸
端

」 )

塾
実
行
委
員
会 

ι

後
援
勝
浦
町
・
勝
浦
町
観
光
協
会
・
ふ

・
見
学
先

・
定
員
・
参
加
費 

電
所
(
広
島
県
竹
原
市
)
を
見
学

η
人 

(1
市
町 

-
H月
刊
日
附
l

9
人
、
抽
選
で
決
定
)
・
無
料

小
松
島
市
、
勝
浦
町
、
那

-
対
象

在
住
の
方

-
申
し
込
み

平
成
四
年
度
十
二
月
期
の
福
祉
年

金
を
お
渡
し
し
ま
す
。

福
祉
年
金
と
と
も
に
、
先
に
お
預

か
り
し
て
い
ま
し
た
年
金
証
書
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
と
保
管
証

を
ご
持
参
の
う
え
、
次
の
郵
便
局
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

賀
川
町
、
鷲
敷
町
、
羽
ノ
浦
町
、

相
生
町
、
由
岐
町
、
日
和
佐
町
に

勝
浦
町
教
育
委
員
会
・ 
J

A

一

勝
浦
郡

・
勝
浦
町
商
工
会

日
月 
6
日
幽
ま
で
に

」

連
絡
先
勝
浦
町
商
工
会

O

4

電
話

(
八
八
五
四
)
二
|
一
三
二

九 

+

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

令
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し

年祉�  φ

金年
証金
書及
交び

院トベ」空� 11月� 11日(羽

生比奈郵便局
※各指定郵便局でお受

け取りくださ� p。

※時聞は午前� 9時から

勝浦郵便局

坂本郵便局

星谷簡易郵便局
午後 4時までです。

生名簡易郵便局� 

イ寸
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v-
v-
大
字
棚
野

{子
仮
家

大
字
生
名

字
北

大
{
子
生
名

字
中
道

大
{
子
棚
野

{
子
高
階

大
字
中
角

字
豊
田

中
村

15"周
 

-時間 午後 8時から 


ビームライフル
 ・場所	 生比奈小学校体育館

(ただい勝浦病院各保育¥
福祉センター� 3階において練習 所は，行っています。 ノ� 

コーナーを設けています。教育委

員会までご連絡いただければ練習 (各小学校中学校幼稚園1
は第2土曜日のみ閉校 ノできます。� 

大
字
坂
本
字
坂
本
福
田
統
一
郎
(
臼
歳
)

大
{
子
生
名
字
北
手
塚
正
己
(
釘
歳
)

(η
歳
)

歳

)

mm

三

大
{
子
中
角
字
前
山
早
岡
ト
シ
子

大
字
坂
本
字
生
実

森

ヲ

ク

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

卓
史
/
長
男

由
紀
¥

竜
津
矢

真
二
/
二
男

後
藤

弘

美

¥

佑

山

口

義

昭

/
長
男

由

美

子

¥

涼

溝

内

靖 

/
二
男

裕

子

¥

惇

誠
明
/
二
女

岩
佐

ま

み

¥

美

沙

・・ E
E・・

・・・
 

・・・・
 

・・・・・・・・

------E

------E

E---E

同
月
四
月
間
月
同
月 

う� 7時講

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
内
フ
ミ
エ
さ
ん
(
坂
本
)

森

櫨

次

郎

さ

ん 

(
坂
本
)

早

岡

茂

さ

ん

(

中

角

)

手

塚

善

和

さ

ん

(

生

名 

)

伊

丹

治

さ

ん 

(横

瀬
)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

28日(土)	
11月 28日

(第 4土曜日)

14日出� 
21 日(土)	 

(第 2土曜日)� 

7 日(土)	 11月� 14日� 

太 希

お
誕
生
お
め
で
と
う

哲幸

美� 

山川西木石村

¥大
字
沼
江
字
神
谷

竹

/

上

勝

町

休

¥
大
字
沼
江
字
山
田
主
同

/
大
字
中
角
字
西
山
中

ヘ大
字

久

国

早

/

松

茂

町

青

9
月
刊
日 

月
日
日

i
m

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

由
美
子

昌

嗣

直

子
幸

大
字
三
渓
字
樫
測

伊

丹

大
字
三
渓
字
高
屋
木
林

大
字
三
渓
{
子
高
屋
大
張

大
字
生
名
字
中
道
加
藤

善

意

ご
結
婚
お
め
で
と
う

清
子
(
臼
歳
)

武

一
(
花

歳
)

英

二
回
歳
)

貞
雄
(
臼
歳
)

ぷ[2J

戸
籍
の
窓
 

日{目}


あなたも練習して

みませんか?

ご時�  30し各� 3024 20 20 19 18 16 12 11 10 9 6 5 5 4 
参開分ま講日日日日日日日日月日日日日日日
加講かす座(月)伏)(釦幽(木:)(制(月)(木)休)(火)(月)(釦(木:)(木:)(水)
く「 らよと
だ 時 、手も藤i着 生習手踊篠i手踊 着 膝t習生手踊
さ間習芸午 付花字芸り 芸り付 字花芸り
いに字教後教教教教教教教教教教教教教教教
。遅教室�  8室室室室室室室室室室室室室室室
れ室は時
なは午か
い午後ら

一
勝
浦
会
館
十
一
月
行
事

一
よ� f変� 7 開� 

ビームライフyし

講習会�  
家庭婦人バレーポール 11月の土曜閉庁日は

審判講習会及び選手強化日程 次のとおりです
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